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麻薬譲渡グループ化の目的

令和4年4月1日より麻薬及び向精神薬取締法施行規則の一部改正により、
薬局（麻薬小売業者）において医療用麻薬が適切かつ円滑に患者に提

供されることを目的として、新たに麻薬小売業者間譲渡許可を取得し
ている麻薬小売業者であれば「麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬につ
いて、一定の条件の下、90日以上譲渡譲受がない場合において、近隣
の麻薬小売業者間で譲渡・譲受すること」が可能となった。



麻薬譲渡グループ化の目的
①疼痛等の緩和を目的とする在宅医療の推進のため、麻薬が適切かつ円滑に患

者に対し提供される必要性が高まっている中、麻薬小売業者(薬局)が自らの麻
薬の在庫不足によ り、急な麻薬処方せんに対応できない場合に、麻薬譲渡
グループ化することにより、グループ化した近隣の麻薬小売業者（薬局）間で
譲渡・譲受することが可能となる。

②(グループ薬局間での麻薬の譲渡・譲受することが可能となり)
麻薬処方せんによる調剤を円滑にする。

②がん緩和ケアにおける、がん終末期の在宅医療において、使用する麻薬の８割
は内服薬・貼付薬である。
会員薬局が、がん緩和ケアにおいて在宅医療に前向きに参加できるようにする。

③備蓄麻薬の不良在庫の軽減、期限切れ防止につながる。
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令和6年10月10日

川崎市薬剤師会麻薬譲渡利用手順書（案）
川崎市薬剤師会

１．譲受・譲渡対象

麻薬を譲受する薬局（以下、甲）・譲渡する薬局（以下、乙）ともに川崎市薬剤師会会員薬局で
あること。

２．譲渡可能となる範囲
イ） 共同して申請する他の麻薬小売業者がその在庫量の不足のため麻薬処方せんにより調剤

することができない場合において、当該不足分を補足する必要があると認めるとき（麻薬及び向
精神薬取締法施行規則第９条の２第１項第１号イに該当）

ロ） 麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬であつて、その譲受けの日から九十日を経過したものを
保管しているとき、又は麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬について、その一部を法第二十四
条第十一項若しくは第十二項の規定に基づき譲り渡した場合において、その残部であつて、
その譲渡しの日から九十日を経過したものを保管しているとき（麻薬及び向精神薬取締法施行

規則第９条の２第１項第１号ロに該当）

３．譲渡数量
２項イ）においては甲が応需した麻薬処方せんに記載された内容のうち、不足分の数量に限る。
※不足分がその品目の数量単位を割り込む時（散剤で0.5g等）でも、正確に不足分だけを譲

受・譲渡すること。
２項ロ）においては、九十日を経過した在庫分。



麻薬及び向精神薬取締法施行規則

一 いずれの麻薬小売業者も、次に掲げる場合に限り、麻薬
を譲り渡そうとする者であること

イ 共同して申請する他の麻薬小売業者がその在庫量の不
足のため麻薬処方せんにより調剤することができない場合
において、当該不足分を補足する必要があると認めるとき

ロ 麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬であつて、その譲受
けの日から九十日を経過したものを保管しているとき、又
は麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬について、その一部を
法第二十四条第十一項若しくは第十二項の規定に基づき譲
り渡した場合において、その残部であつて、その譲渡しの
日から九十日を経過したものを保管しているとき

9

イ及びロの両方を満たす必要はない。



問６
規則第９条の２第１項第１号ロについて、又以降の条文は又以前の条文で包含され
ていると考えていますが、ロの条文内の又以前と又以降の条文の違いについて教え
てください。

（答）
規則第９条の２第１項第１号ロの前段は、麻薬卸売業者から譲受した麻薬を他者に
譲渡することなく 90 日経過したものを指します。他方、後段は、麻薬卸売業者か
ら譲受した麻薬を麻薬処方せん（法第 24 条第 11 項）、麻薬小売業者間譲渡許可
（法第24 条第 12 項第１号）、大臣許可（法第 24 条第 12 項第２号）で一部を譲
渡した後の残りの麻薬であって、かつ、譲渡してから 90 日経過したものを指しま
す。

令和3年9月13日 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課発
「麻薬小売業者間譲渡許可に係る質疑応答について」より抜粋参考資料



譲渡譲受可能なパターン①（手順書2項「イ」に該当）

許可小売業者（Ａ）が在庫不足により麻薬処方箋に基づく調
剤ができない場合において、許可小売業者（Ｂ）が残余の在
庫麻薬を許可小売業者（Ａ）に譲渡するとき

（在庫不足以上の譲渡はできません）
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28錠の
処方

在庫:18錠
不足:10錠

10錠の譲
渡・譲受

28錠の
交付

Ａ Ｂ

小売間譲渡許可の
有無、在庫の確
認・譲渡依頼等

在庫不足を証明するため
処方箋の写しが必要です



譲渡譲受可能なパターン②（手順書２項「ロ」前段に該
当）

許可小売業者（A）が麻薬卸売業者から譲受した麻薬につい
て、譲受の日から90日経過したものを許可小売業者（B）に
譲渡するとき
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Ａ Ｂ

②譲受後、不
動のまま2/1
から90日経過①2月1日に

100錠譲
渡・譲受

③100錠
譲渡・譲
受可能

麻薬卸



譲渡譲受可能なパターン③（手順書２項「ロ」後段に該当）

許可小売業者（A）が麻薬卸売業者から譲受した麻薬につ
いて、麻薬処方箋による譲渡をした残余を、譲渡の日か
ら90日経過したものを許可小売業者（B）に譲渡するとき
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Ｂ

②3/1に
28錠の処
方・交付

Ａ

③患者への交
付後、不動の
まま3/1から90
日経過①2月1日に

100錠譲
渡・譲受

麻薬卸

④患者に28錠渡して
90日経過後（3/1か
ら90日経過後）

72錠譲渡・譲受可能
2/1（卸より譲受日)ではな
く3/1から90日に変わる事に

注意

起算日が変わる事
に要注意!!

厚生労働省「麻薬小売業者
間譲渡許可に係る質疑応答
について」問４９ （参照）



（答）
規則第９条の２第１項第１号イに基づき麻薬を譲り受けた場合、通常、
当該麻薬は調剤後、患者に全量譲渡されるため、再度他の許可業者に
譲渡することは想定されません。ただし、患者が来局しなかった場合、
譲り受けた麻薬が在庫となることがあります。このような場合におい
ては、当該麻薬を同号イによって、再度他の許可業者に譲り渡すこと
ができます。
同号ロによって譲り受けた場合、当該麻薬を同号イによってのみ、再
度他の麻薬小売業者に譲り渡すことができます。
したがって、同号イ又はロによって譲り受けた麻薬を再度同号イに
よって他の許可業者に譲り渡すことはできますが、同号ロによって他
の許可業者に譲り渡すことはできません。
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問54
麻薬小売業者間譲渡許可により譲り受けた麻薬を麻薬小売業者間譲渡許
可により再度他の許可業者に譲り渡すことはできますか。

参考資料
令和3年9月13日 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課発

「麻薬小売業者間譲渡許可に係る質疑応答について」より抜粋



問49
麻薬卸売業者から譲り受けた日から 90 日経過する以前に患者に譲り渡していた
としても、当該譲り受けの日から 90 日を経過した時点で、麻薬小売業者間譲渡
許可により譲り渡すことはできますか。

（答）
麻薬卸売業者から譲り受けた日から90日経過する以前に、法第24条第11項で譲
り渡した場合、当該譲り渡しの日が新たな起算日となります。このため、麻薬卸
売業者から譲り受けた日から90日を経過した時点では、新たな起算日から90日
を経過していないと判断されるため、規則第９条の２第１項第１号ロに基づいて
他の麻薬小売業者に譲り渡すことはできません。

参考資料 令和3年9月13日 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課発
「麻薬小売業者間譲渡許可に係る質疑応答について」より抜粋



４．返品
甲・乙間で譲受・譲渡が完了した場合、返品は受け付けないものとする。

５．発注から納品までの流れ
①発注
甲は専用の譲受確認書（別紙様式３） （必要事項記載・押印済み） に品目・数量等を記
入のうえ麻薬専用印を押印し、該当処方箋の写しと共に乙に提出する。

②受領
麻薬の受領は、事故防止の観点から適切と思われる場所（薬局内）で行うこと
（郵送は不可）。受領の際、甲・乙は下記のものを相互に確認すること。

・薬局開設許可証の写し、社員証
・麻薬譲受確認書（別紙様式３） （必要事項記載・押印済み）
・麻薬譲渡確認書（別紙様式４） （必要事項記載・押印済み）
・２項イにおいては、該当処方箋の写し
・２項ロにおいては当該品目の麻薬管理簿の最終記載日がわかる帳簿の写し、もしくは、

備考欄に最終
受払年月日を記載したもの（９０日ルール）

③検品
甲・乙双方の人員（管理者あるいはその指示の下業務に従事する者）の立会いの下、品
名・数量・ロット・破損の有無等を確認すること。
確認後、乙は甲に麻薬品目と麻薬譲渡確認書（別紙様式４）を交付する。麻薬譲渡確認
書に該当事項を記載すること。



（別紙様式３） 

                    麻 薬 譲 受 確 認 書              年  月  日 

麻薬を譲渡する麻薬小

売業者の麻薬業務所 

所 在 地  

名 称  

麻薬を譲受する麻薬小

売業者の麻薬業務所 

所 在 地  

名 称 印 

品 名 容 量 箇 数 数 量 備 考 

     

     

     

     

 （注意）  
   １ 用紙の大きさは、A４とすること。 
   ２ 余白には、斜線を引くこと。 
   ３ 在庫の不足のために麻薬を譲り受ける場合、調剤することができなかった処方せんの写しを添付すること。 

４ 麻薬を譲受する麻薬小売業者の印については、麻薬専用印若しくは薬局開設印とすること。 
   ５ 備考に麻薬及び向精神薬取締法施行規則第９条の２第１項第１号のイ、ロどちらに該当する譲受であるか記載す

ること。 
   ６ 備考に製品番号を記載すること。 

別紙様式３



 
（別紙様式４） 

                     麻 薬 譲 渡 確 認 書              年  月  日                         

麻薬を譲渡する麻薬小

売業者の麻薬業務所 

所 在 地  

名 称 印 

麻薬を譲受する麻薬小

売業者の麻薬業務所 

所 在 地  

名 称  

品 名 容 量 箇 数 数 量 備 考 

     

     

     

     

 （注意）  
   １ 用紙の大きさは、A４とすること。 
   ２ 余白には、斜線を引くこと。 
   ３ 麻薬を譲渡する麻薬小売業者の印については、麻薬専用印若しくは薬局開設印とすること。 
   ４ 備考に麻薬及び向精神薬取締法施行規則第９条の２第１項第１号のイ、ロどちらに該当する譲渡であるか記載す

ること。 
   ５ 備考に製品番号を記載すること。 

別紙様式4



④その他

譲受後、麻薬帳簿に譲受の記録の記載を行う。
また、交付された麻薬譲渡確認書、麻薬譲受確認書は２年間保存すること。
譲受確認書・譲渡確認書ともに医療用医薬品の譲受・譲渡の際に保存する確認書と
は別箇に作成・保存すること。麻薬小売業者間譲渡許可書は、許可を受けた日から
５年間保存。

６．年間報告

薬局間譲渡・譲受についても、麻薬及び向精神薬取締法第47条に基づく都道府県
知事への届出（年間届）の際、薬品ごとに、薬局間における譲渡・譲受に係る数量の合
計を算出し、合計欄に内数として括弧書きで併記しなければならない。

７．麻薬小売免許証記載事項の変更

薬局開設者の氏名（法人にあっては、その名称）、住所（法人にあっては、その主たる事
務所の所在地）もしくは薬局の名称、所在地に変更が発生した場合、必要書類（後述）
をすみやかに神奈川県薬務課に提出し、コピーを川崎市薬剤師会にFAX送信する。



８. 紛失・盗難等の事故発生時

譲受した麻薬の紛失・盗難等事故が発生した場合、速やかに神奈川県薬務課に麻薬事故
届を提出するとともに、コピーを川崎市薬剤師会にFAX送信する。

９．その他必要な手続き

新規許可申請、継続許可申請、薬局を追加、各種変更、返納、脱退、再交付申請

麻薬譲渡グループ加入薬局が、上記に該当する場合、必要な提出書類を「神奈川県薬務課」
に提出するとともに、コピーを川崎市薬剤師会にFAX送信する。

10.その他

①麻薬グループは川崎市薬剤師会が斡旋するものであり、グループ内の管理はグループ内の
薬局に委ねられる。各種事故等に関しては当該薬局の責とする。
②グループ毎に代表者・副代表者を設置する。代表者はグループを代表して書類等の提出を
行政に行う。副代表者はその補佐とする。また、代表者・副代表者はグループ内薬局の中で
1年間毎の輪番制とする。副代表者を務めた者は翌年は代表者を務めるものとする。
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1．許可業者（薬局）の義務

（1）報告についての義務
許可業者（薬局）は、麻薬及び向精神薬取締法第47条に基づく都道府県知
事への届出（年間報告）の際、品名ごとに、許可業者間における譲渡・譲
受にかかる数量の合計を算出し合計欄に内数として括弧書きで併記するこ
と。

（2）記録についての義務
許可業者（薬局）は、許可業者間における麻薬の譲渡・譲受を行った場合、
品名、数量について麻薬帳簿に記載すること。
その他、備考欄に譲渡・譲受の相手方の名称、譲渡・譲受の目的、製品番
号、使用期限を記載すること。

（3）書類の保管についての義務
許可業者（薬局）は、許可を受けた日から5年間、麻薬小売業者間譲渡許
可書を保管すること。（有効期限を過ぎた麻薬小売業者間麻薬譲渡許可書
は返納せず、保管すること）



2
3

（1）麻薬小売業者間譲渡許可申請書の正本 1部

※申請者欄が不足する場合は、別紙様式1を併せて提出してください。

（2）申請書の副本（(1)の写し） （申請する小売業者の数）部

（3）申請する全麻薬小売業者の免許証の写し 各1部

（4）申請する薬局の所在地の位置関係がわかる地図 1部

（5）申請する薬局間のおおよその距離と移動時間が分かる書面 1部
※（同一市区町村内（政令市の場合は同一区内）の薬局で申請する場合は不要）

（6）宛名書きされた、返信用のレターパックプラス 1部

手数料は無料

新しく許可を取得したい場合に必要な事前の手続き

神奈川県薬務課献血・薬物対策グループ（〒231-8588 横浜市中区日本大通１）

提出書類

提出先（郵送）

☞新規許可申請書（新規グループに入るための提出書類）

2．各種手続き、書類の提出（記載例）



新規グループに入るための提出書類 継続してグループに入るための提出書類



新規許可申請書の記載方法
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別紙様式1



申請する薬局の所在地の位置関係がわかる地図



申請する薬局間のおおよその距離と移動時間が分かる書面



☞変更届（脱退）

次の場合は、変更の届出が必要。

（1）許可グループから脱退する麻薬小売業者がある場合
（2）許可グループの中で業務廃止した麻薬小売業者がある場合
（3）免許の記載事項変更を生じた麻薬小売業者がある場合
（4）グループの代表者を設置していない場合において、代表者を設置するとき
（5）グループの代表者を設置している場合において、代表者を変更するとき又は

設置しないこととしたとき

許可業者は、許可の有効期間内に変更が生じた場合には、すみやかに神奈川県薬務課に
「変更届」を提出する。届出にあたっては、以下の（1）～（4）の書類の提出が必要。

（1）変更届出書の正本 1部
（2）変更届出書の写し（白黒コピー可）
（3）全届出者の麻薬小売業者間譲渡許可証（ホチキス外し禁止）
（4）宛名書きされ、返信用のレターパックプラス 1部

川崎市薬剤師会の
斡旋するグループでは
代表者を設置していた

だきます



変更届（脱退）の記載例
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よくある変更手続き例（移転・開設者変更）

薬局の移転や開設者が変更になった場合（薬局の許可
等の取り直しが生じる場合）

① 旧薬局についての脱退（変更届）

② 新薬局についての追加（追加届） が事後に必要になる。

A薬局、B薬局、C薬局 A薬局、B‘薬局、C薬局B薬局の移転等

上記手続きが完了するまで、Ｂ‘薬局がＡ、Ｃ薬局と麻薬を譲渡・譲受す

ることは出来ない！

※A、C薬局間では可能

3
0



☞追加届

許可グループに、新たな麻薬小売業者を加えようとするときには、事前に追加届
の提出が必要。

届出にあたっては、以下の書類の提出が必要。

（1）追加届出書の正本
※申請者欄が不足する場合は、別紙様式5を併せて提出してください。

（2）追加届出書の追加届の副本（（1）の写し）（変更後のグループ薬局の数）部
（3）全ての麻薬小売業者間譲渡許可書（ホチキス外し禁止）
（4）追加する麻薬小売業者の免許証の写し 各1部
（5）追加後の全薬局の所在地の位置関係がわかる地図 1部
（6）追加後の薬局間のおおよその距離と移動時間が分かる書面 1部

※（同一市区町村内（政令市の場合は同一区内）の薬局で申請する場合は不要）

（7）宛名書きされた、返信用のレターパックプラス 1部



追加届の記載例（届出者全員で提出する場合）
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別紙様式5



追加届の記載例（代表者と追加薬局で提出する場合）

届出者全員で届出をする場合との相違

• 許可に関する代表者と追加しようとする
薬局のみで提出することができる。

• その場合には「代表者及び追加する麻薬 小売
業者のみが届出を行う場合であり、当該許可
を受けた他の麻薬小売業者全員の同意を得
ている。」にチェックが入る。

• ただし、当該許可における代表者を設置す
る旨の手続きをしていることが必要である。

3
3



☞再交付

麻薬小売業者間譲渡許可書をき損、亡失した場合、再交付の申請が必要。

1. 麻薬小売業者間譲渡許可再交付申請書 1部

2. き損した麻薬小売業者間譲渡許可書（き損の場合）

3. 宛名書きされた、返信用のレターパックプラス 1部

提出書類



再交付申請書の記載例
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☞返納届

次の場合は、返納届の提出が必要。

（1）麻薬小売業者間譲渡許可に基づく譲渡・譲受を行わないこととする場合
（2）麻薬小売業者免許の失効やグループ業者の脱退により、許可業者が1業

者のみとなる場合

1. 麻薬小売業者間譲渡許可返納届 1部

※届出者欄が不足する場合は、別紙様式5を併せて提出してください。

2. 全ての麻薬小売業者間譲渡許可書（ホチキス外し禁止）

3. 宛名書きされた、返信用のレターパックプラス 1部

提出書類



返納届の記載例
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別紙様式5



麻薬帳簿記載例



本日の次第

①麻薬譲渡グループ化の目的

②川崎市薬剤師会麻薬譲渡利用手順書（案）

③麻薬譲渡グループ化」における義務・事務手続き
（提出書類）・届出

④留意点、運用案



留意事項・運用案①

☞１つのグループにしか参加出来ないため、すでに同系列薬局などでグループ化して
いる場合は他のグループには入れない。

☞麻薬小売業者間譲渡許可を受けた麻薬小売業者が、近隣に移転する場合は、麻薬小
売業者免 許は業務所ごとに与えられる免許であるため、麻薬小売業者の移転に伴
い、免許の失効に伴う変更届と移転後の新規麻薬小売業者にかかる追加届が必要に
なる。

☞麻薬小売業者が自らの麻薬の在庫不足により、急な麻薬処方せんに対応できない場
合や、薬局が麻薬卸売業者から譲り受けた麻薬について、手順書２項（ロ）に該当する

条件の下、90日以上譲渡がない場合において、近隣の麻薬小売業者間で譲渡・譲受す
ることが可能。ただし再譲渡は出来ない。

90日以上の理由：1つの薬局が麻薬を多量に買い付けて保管し、同一の麻薬小売業
者間譲渡許可を取得した薬局に日常的に譲渡を行うような、麻薬小売業者の麻薬卸
売業者化を防ぎ、適正流通を担保するため。

☞麻薬譲渡グループ化の申請をする場合、原則として、麻薬小売業者の数に制限はなく、
麻薬小売業者間の移動時間は30分以内（移動手段は不問）。



留意事項・運用案②

☞麻薬の運搬については、薬剤師であることが望ましいが、運搬のための薬剤師が確保
できない場合等、やむを得ない場合には、薬剤師に限らず、麻薬小売業者である薬局
の管理薬剤師の管理の下、業務に従事する者が運搬することが出来る。しかし、配送
業者や麻薬卸売業者等が運搬を行ってはならない。

☞処方箋の数量の不足のための譲渡・ 譲受は、不足分を上回る量の譲渡・譲受は出来ない。
（手順書２項（イ）の場合。２項（ロ）についてはこの限りではない）

☞薬剤師会で斡旋した麻薬小売業者間譲渡許可申請には、「代表者」を設置し、「代表者
」の交代・変更した場合は、速やかに、変更届を届け出る必要がある。

☞グループ薬局の麻薬の備蓄量を相互に把握出来るようにすることが求められる。

☞行政への書類の届け出は代表者が行い、川崎市薬剤師会にもFAXする。

☞書類の手続きや管理面から、最初は区をまたがないで、各区１グループで10店以内で
スタート。



留意事項・運用案③

☞川崎市薬剤師会が音頭を取るが、各グループの運用は自己責任で行う。

☞各グループ毎に、 「代表者」と「副代表者」を設置する。人選は川崎市薬剤師会が
同意を得て決める。
※ 「代表者」と「副代表者」は負担がかかるので輪番制（１年単位）にする。

☞各グループの薬局の割り振りは川崎市薬剤師会が行う。

☞各麻薬グループや麻薬グループ参加薬局間でメーリングリストを作成。
連携が取りやすくなる。研修会の案内を行う時などに使用する。

☞勉強会を毎年１回開催する。

☞スタートは来年の2月頃を予定。

☞川崎市薬剤師会のホームページに、規約、各種提出書類の様式、記載例などをアップする。

☞麻薬譲渡グループ化に参加申し込み方法は、近日中にGooglefoｒｍでアンケートを兼ね
た申し込みフォームを送信する。



麻薬小売業者間譲渡許可に関する詳しい手続き、

様式や必要書類については、

以下の神奈川県健康医療局生活衛生部薬務課の

ホームページをご覧ください。

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/n3x/yakumu/malicense/cnt/kojoto.html

麻薬小売業者間譲渡許可 -神奈川県ホームページ (pref.kanagawa.jp)



麻薬譲渡グループ化への参加申し込み・アンケート

https://docs.google.com/forms/d/1Erp9zjJs5iMcn5-BPNwyZaDQLX-x4D8eG0QZr9veRbc/edit



ご清聴ありがとう
ございました。


